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DX推進セミナー
⽣産計画をAIで⽴案

中⼩企業でも⼿軽にDXに着⼿できます
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スカイディスクについて

l 特徴

SaaSプロダクト
開発・提供

272社・550件の
DX⽀援実績
※2023年6⽉時点

最適化AIを
活⽤した開発

経済産業省が選ぶ
「⾏政との連携実績のある
スタートアップ100選」に選出

NTT⻄⽇本グループと
「最適化」を軸とした
新規事業開発の実施

社名 株式会社スカイディスク

拠点 福岡(本社)、東京、⼤阪

代表者 代表取締役CEO 内村安⾥

創業 2013年10⽉1⽇

Mission ものづくりを、
もっとクリエイティブに

Vision AIをだれもが活⽤できる
世界をつくる

事業 AIを活⽤したDX⽀援
「最適ワークス」の開発・提供

l 会社概要
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スピーカー紹介

内村 安⾥（うちむら あさと）

1978年⽣まれ、熊本県出⾝。
⼤学卒業後、ベンチャー企業を経て2003
年より株式会社ディー・エヌ・エーへ。
ECコンサルティング部⾨マネージャー、
モバイル広告事業⽴ち上げ、広告営業部
⾨マネージャー、マーケティング・広告
宣伝部⾨マネージャーを歴任。
2011年末に独⽴し、ゲーム開発会社や家
電メーカー等、様々な業種の新規事業⽴
ち上げを⽀援。
2017年からは創業以来⾚字続きで債務超
過⼨前だったプロスポーツクラブの再建
に取り組み、約2年で売上を2倍・純資産
を18倍に。
2019年12⽉に当社 代表取締役CEOに就
任。
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会社沿⾰について

ある意味”アトツギ”ベンチャーです！
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“最適ワークス”とは

⽣産計画からはじめる業務改善
AIによる⾃動⽴案を活⽤した
⽣産計画のカイゼン⽀援サービス

最適ワークスは、⽣産リソース（設備）の割り当てを
⽀援する⽣産計画DXサービスです。

効率的にオーダーをこなす⽣産計画を、AIが⽴案。
⽣産効率改善を⽀援することで、貴社の業績改善をサポートします。

設備マスタデータ オーダー
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導⼊実績
最適ワークスは、⼤⼿から中堅・中⼩規模まで
多様な製造ラインで導⼊が進んでいます

※2022年4⽉リリース、現在100社超

※最適ワークス導⼊中の企業の⼀部を掲載しています

価格含めスモールスタートができた
サポートがついているので

トライ＆エラーをしながら進められた

#⼯作機器部品製造 #切削盤 #MC加⼯

クラウドサービスであることと、
シンプルな画⾯構成で海外⼯場でも

活⽤できた

#医療⽤機器部品 #プラスチック加⼯

海外技能実習⽣であっても、
誰がやっても計画⽴案が
30分で終わる状態へ

#⾞部品 #農機具 #⾦属加⼯ #プレス加⼯
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受賞歴

⼀般社団法⼈⽇本クラウド産業協会（ASPIC）
「第17回ASPICクラウドアワード」

AI部⾨
総合グランプリ受賞
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その他事例のご紹介

経済産業省が選ぶ「⾏政との連携実績のある
スタートアップ100選」に選出されました

NTT⻄⽇本グループと「最適化」を軸とした
新規事業開発⽀援を⾏っています



©SKYDISC

AI活⽤、DXを進めていくためのヒント
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DXが求められる背景（製造業）

⼈材採⽤環境
の変化

市場環境/ニーズ
の変化

• 国内労働⼈⼝は減少傾向
• 職⼈スタッフの⾼齢化
• “⾔語の壁”がある海外⼈材の⽐率

が増加
Ø 職⼈技から業務標準化へ

• 既存取引先からの受注だけでは売
上が維持できない

• EV化など世の中の潮流により、
他業種・他製品の開拓が必要

Ø 多⾓化/様々な受注形態へ

これまでの”属⼈的”なやり⽅では通⽤しない状況に
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DXツールが果たす役割について考える
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こういうお悩みがあることを前提に、お話をさせて頂きます

DXは「⽬的」ではなく、

会社の成⻑を実現する為の「⼿段」
だと⾔われる。

それは分かるんだけど、概念的過ぎて

具体的に何から着⼿すればいいか分からない。
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会社の業績はなぜ伸びないのか？？

⽬的も具体にしてお話をはじめます。
⽬的を会社の成⻑＝利益成⻑

としたときに、会社の業績が伸びないのは

課題が可視化できていないから
ということが⾮常に多い。
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たとえ話にお付き合いください

いつも作業が遅延する⼯程がある。
どうやったら改善できるんだろうか・・・？

ある現場での課題

皆さまなら、どう改善するでしょう・・・？
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想定されるイニシャルレスポンス

この情報だけでは、何も対応できない。
まず、何が起こっているかを把握する

ところからだな。

そんなことを⾔われたって・・・

初⼿は、状況と課題の把握から
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おそらく、こういう指⽰を出されるでしょう

この⼯程はいつも遅延
している様だから、

何がどの位遅延しているのか、
事実を教えてほしい。

その上で、遅延が発⽣する
原因を把握して、
改善のための提案を

してほしい。

改善活動の実施

状況の実績把握

活動の更新
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抽象化すると・・

状況の把握・⾔語化

対策の検討

実⾏・
モニタリング・

改善活動
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DXツールが担う役割は、この1つ⽬のステップ

状況の把握・⾔語化

対策の検討

実⾏・
モニタリング・

改善活動

⼀番最初の、
⼀番重要なステップSTEP１

STEP２

STEP３
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DXツールのタイプ2つ

Ø 主に今やっている業務を効率化するもの（例）

Ø 主に状況把握、改善⽀援を提供するもの（例）

経費精算ツール ワークフローツール 検査ツール

⽣産計画DX スキル管理・育成DX 営業DX
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評価の仕⽅はそれぞれ異なる

導⼊時によく⾒る成果指標

業務効率化効果：○○業務にかかる時間が△△％短縮
→効果範囲は、その業務を担当する⼈や部署

導⼊時によく⾒る成果指標

利益・組織改善効果：売上・利益成⻑、⼈材育成促進
→効果範囲は、全社にまたがる（その分、わかりづらい・・）

⼤体のDXツールは、
このどちらかの価値
を主に提供

Ø 主に今やっている業務を効率化するもの（例）

Ø 主に状況把握、改善⽀援を提供するもの（例）
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ここまでのまとめ

DXツールが果たす役割

個別業務の効率化
ならびに / もしくは

業務の可視化と改善の⽀援

今⽇のお話は、２つ⽬の役割をメインに
お話を進めていきます
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ちなみに・・

「丁度よい」DXとは

“業績に直結する” 業務変⾰を
確実にやり切ることを考えた時に

過不⾜がないこと
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「丁度よくない」パターン

原価の把握はやりたいから、⽣産管理ツールを⼊れよう。
その上で⽇報もデジタル化したいから⼯程管理ツールも。

それで、検査⼯程もデジタル化して、
スキル管理もエクセルをやめてシステム化して、

⽣産計画も⼀緒にシステムにして・・

⼤体が、リソース不⾜でうまくいかない。
会社の⼀番の課題に向き合った⽅が費⽤対効果が良い
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参考：総務省「⽇⽶のICT投資の現状」

ここから、⽇本のソフトウェアを利⽤する企業(ユーザ企業)は、
受託開発に相対的に多くの費⽤を投じている⼀⽅で、パッケー
ジソフトへの⽀出は少なく、パッケージソフトの活⽤が低調で
あることがみてとれる。



©SKYDISC ※許可なく複製、転⽤、転売などの⼆次利⽤を禁じます

参考：総務省「⽇⽶のICT投資の現状」

⽇本で受託開発が多いのは、ユーザ企業が外部に委託して独⾃
仕様を盛り込んだソフトウェアを作成していることが⼀因と考
えられる。

この受託開発はベンダ、ユーザ企業のシステム担当者と現場と
の間で情報システムの要件定義が難航して開発に時間がかかり
がちなこと、アップデートやカスタマイズ毎に追加の費⽤が発
⽣すること、システムの追加や改修によって費⽤が発⽣する場
合があることから相対的に多くの費⽤を要する可能性がある。

さらに、カスタマイズが利便性向上や付加価値増加のためでは
なく、従来のシステムへの過剰適合であったり、ICT 導⼊以前
の組織や業務プロセスに合わせるために⾏われる場合があるこ
とも挙げられる。
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⽣産計画システム導⼊失敗あるある
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⽣産計画システム導⼊失敗あるある
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⽣産計画システム導⼊失敗あるある



©SKYDISC ※許可なく複製、転⽤、転売などの⼆次利⽤を禁じます

⽣産計画システム導⼊失敗あるある

2,000万円〜の投資で運⽤に乗ったのは1割以下という話も…
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導⼊事例①：
製造ラインにおける機械設備の最適な稼働計画を⽴案し、
⽣産性向上
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“最適ワークス”とは

「この製品を・何個・いつまでに」というオーダー情報に合わせた
機械設備の稼働計画をAIが⾃動⽴案します
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最適ワークスの特徴

少量多品種・変種変量という時代の流れに対応するための
中堅・中⼩製造業向け「⽣産計画DXサービス」です

⼯数のかかる製造順序・作業と設備の組み
合わせの部分を最適ワークスが代わりに計

算し⽴案します

お客様ごとにカスタマー担当が専任で
貴社をサポートします。

操作や運⽤についての相談はもちろん、
業務フローについても豊富な経験を

もとに貴社のパートナーとして伴⾛します

お客様⾃⾝で簡単にデータ設定・変更がで
きるため、⼤きなシステム投資をせずとも
取引先や製造品⽬の変化にも対応していく

こが可能です

⽣産計画を
AIが⾃動⽴案

カスタマーチームが
伴⾛しDXを⽀援

取引先状況の変化に
対応する仕組みづくり
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⽣産計画の機能不全によって表出する課題

⽣産進捗が分からず
納期直前になって

遅延が判明することも

新規注⽂を
受けられるかどうか
すぐに回答できない

なぜこんなに
残業しているのか

分からない

計画⽴案できるのは
社内に⼀⼈だけ

計画が良いか悪いか
判断がつかない

その悩み、
⽣産計画DXで解決できるかも！？

営業機会の損失

⼈件費の負担増 属⼈化リスク

取引先とのトラブル
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業績改善に⽣産計画が必要な理由

P D

A C

⽣産計画の作成
特定担当者の経験とカンに頼って作成

⽣産計画の管理
計画に対する実績管理（予実⽐較）
ができていない

振り返り
⽣産計画の管理が不⼗分なため、
カイゼンに繋げられない

カイゼン・⽣産性の向上
局所的なカイゼンのみとなっており、
⽣産性が向上しない

機能不全となった⽣産性向上のサイクル例

⽣産計画が機能しないことにより、⽣産性を向上させるための
PDCAサイクルの機能不全が起こる可能性が⾼くなります
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• 計画⽴案業務の⼯数削減
• 計画⽴案業務の属⼈化解消

＋
• 営業機会損失の削減
• 納期順守率の改善
• ⼈件費（残業代）の削減
• ⽣産量の向上
• 歩留まりの改善（不良品率の低下）
etc

⽣産計画DXがもたらす効果

業務効率化効果

利益・組織改善効果
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従来の計画業務の場合 最適ワークス利⽤後*

⽣産計画業務の所要時間

オーダーの確認 0.5時間

材料、在庫の確認と⽣産数の確定 0.5時間

当⽇の作業進捗の確認と計画への反映 1時間

設備×翌⽇オーダーの組み合わせを考える 2時間

1⽇の⽣産計画⽴案にかかる時間 4時間 1⽇の⽣産計画⽴案にかかる時間 30分

1⽇あたりの作業時間

3時間半の削減

1⼈の計画担当者に負担がかかり
業務属⼈化のリスクにもつながる。

AIが⽣産計画を⾃動⽴案する為、
時間短縮&誰でも計画⽴案可能に。

AIによる⽣産計画⾃動⽴案で、⽣産計画業務の時間を⼤幅に削減可能です。
併せて、業務の属⼈化解消にもつなげることが可能です。

導⼊効果事例｜計画⽴案業務の⼯数削減
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従来のリスケジュールの場合 最適ワークス利⽤後

⽣産計画業務の所要時間

イレギュラー？の確認 0.5時間

該当⽇以降のオーダー状況の確認 0.5時間

計画の⽴案、最適な組み合わせの検討 1時間

抜け漏れの確認 0.5時間

1⽇の⽣産計画⽴案にかかる時間 2.5時間 対象範囲を決め、リスケジュール 5〜10分

1回あたりの作業時間

約2時間の削減

1⼈の計画担当者に負担がかかり
業務属⼈化のリスクにもつながる。

AIが⽣産計画を⾃動⽴案する為、
時間短縮&誰でも計画⽴案可能に。

AIによるリスケジュールにより、調整⼯数を⼤幅に削減可能です。
併せて、業務の属⼈化解消にもつなげることが可能です。

導⼊効果事例｜計画⽴案業務の⼯数削減（リスケジュール）
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最適ワークス導⼊前 最適ワークス導⼊後

ベテランなど特定の⼈間の頭の中にしかない
ノウハウで計画を⽴てており、再現性がない。

マスターデータとしてノウハウをシステム内に登録。
誰でも同様の計画を⽴てられるように。

属⼈化の解消

ベテラン・職⼈が独⾃のノウハウで計画を⽴てている状態。
システム内に独⾃のノウハウを⾔語化することで誰でも計画⽴案可能に。

ベテランの
ノウハウ

ベテラン・職⼈ 現場

営業 経営層

ノウハウを
システム化

ベテラン・職⼈ 現場

営業 経営層

導⼊効果事例｜計画⽴案業務の属⼈化解消
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⽣産計画DX前 ⽣産計画DX後

製造状況が可視化おらず確認・調整が困難。
アナログなので修正等にも時間がかかる。

可視化されているのでクイックな確認が可能。
また、製造現場との連携も容易に。

納期回答依頼

営業担当 ⽣産管理担当 製造現場

納期回答依頼

営業担当 ⽣産管理担当 製造現場

設備名 製品名 ⽣産数 納期

A 製品1 1,000 07/01

B 製品2 1,500 07/02

B 製品3 1,200 07/02

⁝ ⁝ ⁝ ⁝

設備 07/01 07/02 07/03

A

B 製品3 新規3 製品4

製品1 新規1 製品2 新規2

製造状況がすぐに把握できないために納期回答が遅れ、時には機会損失に。
常に製造状況が可視化されていることでクイックな納期回答が可能。

導⼊効果事例｜営業機会損失の削減（クイックな納期回答の実現）
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⽣産計画が機能し始めることで、現場での無駄な残業が減少。
製造負荷の⾒通しが⽴てられるため、有給取得推奨⽇などを設定可能に。

残業時間の変化例*

36.2時間

27.2時間

最適ワークス利⽤前 最適ワークス利⽤後

※業務プロセスの改善効果も含みます。

残業時間

25%減

最適ワークス導⼊前

最適ワークス導⼊後

⾏き当たりばったりの計画になり、
予定外の残業などが発⽣してしま
う。

先々の製造⾒通しが⽴ち、
予定外の残業防⽌や、有給取得易化。

導⼊効果事例｜⼈件費（残業代）の削減
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リソースの空き状況を考慮したうえでAIが⽣産計画を⾃動⽴案。
ムリ・ムダ・ムラのある計画から効率の良い計画になることで⽣産数量UPに！

⽉産数量の⽐較例*

最適ワークス利⽤前 最適ワークス利⽤前

※業務プロセスの改善効果も含みます。

+10%

設備 1⽇ 2⽇ 3⽇

A

B 作業5 作業6 作業7

設備 1⽇ 2⽇ 3⽇

A

B

導
⼊
前

作業1

作業6 作業7

作業2 作業3

作業5

作業1 作業2 作業3 作業4

導
⼊
後

ムリ・ムダ・ムラがある計画で⽣産効率が悪い

AIによって効率化された計画で、⽣産効率UP！

導⼊効果事例｜⽣産量の向上
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• これまでの「⾃動⾞部品のみ」から
多⾓化に踏み出し、トラブルが多発
するように

• それを解消するため、残業が常態化
• ⽣産計画担当者も疲弊

導⼊事例：スザキ⼯業所様

⽣産状況の可視化によりスムーズ
な納期回答を実現。納期遵守率 
20%改善・残業時間 20%削減

【会社情報】
業種：⾃動⾞/農機具部品の製造・溶接
地域：岐⾩県

従業員規模：約60名

• 「無理のない計画」で残業が減った
だけでなく、⽣産量も向上

• ⽣産状況が可視化され、新規取引先
開拓に取り組めるように

• ⽣産計画⽴案を海外技能実習⽣が担
える状態に
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導⼊事例：スザキ⼯業所様（最適ワークス導⼊前）

たった1⼈の⽣産
計画担当者が毎⽇

作成

実績の記載もある
が、⼿書きのため
集計できない

なぜ残業が発⽣し
たのか、原因が分

からない

どこに⽣産性向上
の余地があるのか
分からない
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導⼊事例：スザキ⼯業所様（最適ワークス導⼊後）

たった1⼈の⽣産
計画担当者が毎⽇

作成

実績の記載もある
が、⼿書きのため
集計できない

なぜ残業が発⽣し
たのか、原因が分

からない

どこに⽣産性向上
の余地があるのか
分からない

リソースを⾔語化
し誰でも⽣産計画
を⽴案できる状態

に
P ⽣産計画を元に

製造を⾏う D

⽣産計画と製造実
績の予実⽐較によ
り問題点を発⾒

C
発⾒した問題点を
踏まえて製造現場
の改善活動に着⼿

A
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未導⼊, 87.4%

導⼊済だが課題
有, 11.3%

導⼊済でうまく
いっている, 1.3%

中堅・中⼩製造業の⽣産計画システム導⼊状況 ※弊社実施アンケート

（有効回答数373名・従業員数300名以下の製造業を対象）

約9割が未導⼊、導⼊済でうまくいっているのはたった1.3%

しかしながら・・・
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AI活⽤、DXを進めていくための最適ワークス的アプローチ
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＜これまでの⽣産計画システムにおける導⼊ハードル＞

1. 数千万単位の⼤きな初期投資が必要

2. VUCAと呼ばれるような変化の激しい時代において、要件定義に1
年、開発・改修に1年をかけて、つまり「2年前の要件でようやく
運⽤を開始」できたとして、果たして何年間そのまま使い続ける
ことができるだろうか？

お⾦と時間が多⼤にかかるため、想像以上に導⼊が進んでいない

最適ワークスのコンセプト/特徴
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⽣産計画システム導⼊にお⾦と時間がかかる理由①

計画⽴案⼿法が個⼈の知⾒・ノウハウに依存しており（＝属⼈
化）、⼯場/ライン毎にガラバゴス化

現状をそのままシステムで再現しようとすると、独⾃仕様に
よって⾮常に複雑な構造になっていく
※SIer依存・ベンダーロックインと呼ばれるシステム開発に
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⽣産計画システム導⼊にお⾦と時間がかかる理由②

何度も打ち合わせを重ねて要件定義したとしても…
やっぱり

修正して欲しい

修正が繰り返される

「暗黙知」はアウトプットを⾒ないと⾔語化が進まない

ここも修正
お願いします
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＜これまでの⽣産計画システムにおける導⼊ハードル＞

1. 数千万単位の⼤きな初期投資が必要

2. VUCAと呼ばれるような変化の激しい時代において、要件定義に1
年、開発・改修に1年をかけて、つまり「2年前の要件でようやく
運⽤を開始」できたとして、果たして何年間そのまま使い続ける
ことができるだろうか？

3. お⾦、時間の問題をクリアできたとして、システム化に必要な
データを整理していくためには、別のソリューションが必要（実
績収集など）

最適ワークスのコンセプト/特徴
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＜これまでの⽣産計画システムにおける導⼊ハードル＞

1. 数千万単位の⼤きな初期投資が必要

2. VUCAと呼ばれるような変化の激しい時代において、要件定義に1
年、開発・改修に1年をかけて、つまり「2年前の要件でようやく
運⽤を開始」できたとして、果たして何年間そのまま使い続ける
ことができるだろうか？

3. お⾦、時間の問題をクリアできたとして、システム化に必要な
データを整理していくためには、別のソリューションが必要（実
績収集など）

最適ワークスのコンセプト/特徴

SaaS（サブスクリプションモデル）での提供

SEを抱えていない製造業でも
SIerに頼ることなく”⾃社”でデータ設定・更新が可能

⽣産計画の⾃動⽴案＋実績管理・予実⽐較で
“PDCA”を回してデータ精度を上げていける仕組み
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特徴① SaaS（サブスクリプションモデル）での提供

安⼼のサポート付きで⽣産計画DXの第⼀歩をスタートできます

基本プラン

15 万円
1アカウント/⽉額

90 万円

初回設定
サポート費⽤

弊社専任チーム
のサポート

○

オプション
単価

編集ユーザーID追加 ￥ 10,000
/1ユーザー（⽉額）

閲覧ユーザーID追加 ￥ 5,000
/5ユーザー（⽉額）

IPアドレス制限 ￥ 10,000
/30 IPアドレス（⽉額）

※契約期間は⽀払い⽅法に限らず1年となります
※年間契約で⽉払いの提供価格は、⽉額に対して20%アップとなります
※プラン・オプションの価格は今後変更となる可能性がございます
※最適ワークスはカスタマイズ不可のSaaSサービスとなります
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特徴② “⾃社”でデータ設定・更新が可能

最適ワークス上でカンタンに⼯程を確認しながらマスタの設定が可能

該当⼯程で使⽤
可能な設備を選択

前の製品によって
作業時間が異なる場合の

設定が可能

画⾯上にて⼀覧で⼯
程順番を可視化
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従来型のパッケージサービスでは、要件定義に最短半年、開発に最短半年、合計1年以上
かかって初めてシステムを使える、という状況が⼀般的です。
最適ワークスでは、AIが⼯程の組み合わせを⽴案することで、制約条件の洗い出しと反
映に要する時間を圧倒的に短縮。直近の実績として多くのお客様が2カ⽉以内に並⾏運⽤
を実施出来ており、簡単に設定出来変化に応じて現場で活⽤⽅法を修正できる、使い勝⼿
の良いサービスです。

⼀般的なパッケージソフト 最適ワークス※

※ 2024年3-4⽉の導⼊企業様における
活⽤に向けた並⾏運⽤までの平均値

最短1年

2ヶ⽉以内

導⼊に要する期間の⽐較

システム活⽤開始までの期間を圧倒的に短縮
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特徴③ PDCAを回してデータ精度を上げていける仕組み
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スマホ/タブレットでの実績登録

スタッフ毎の作業実績をデータ化 → ⽇報が不要 ＆ 分析が可能に
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特徴③ PDCAを回してデータ精度を上げていける仕組み

P D

A C

計画担当が
オーダーを⼊⼒し
⾃動⽴案

計画に基づいて
製造

作業スタッフは
PC/スマホ※で
実績登録
※スマホ版は24年10⽉リリース予定

現場の職⻑は
モニターを⾒て
進捗ウォッチ

計画担当/管理者は
予実をチェック

マスターデータ
更新、精度向上へ

カイゼンに着⼿、
計画時間を順守
できる現場へ

⽣産性向上のPDCAが最適ワークスだけで完結
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参考：⾼い⽣産管理能⼒が要求されるスケジューラーとは

⽣産管理の基本情報がしっかりしていないと、そもそもスケジュー
ラーは使えません。⼯程ごとに作業の標準時間が設定されていなけれ
ばなりませんし、各⼯程の稼働カレンダーと稼働時間が決められてい
なければなりません。段取時間も、切替えの時間も標準設定が必要で
す。設備の能⼒、設備に必要な治⼯具の有無・数、作業者の能⼒など
の情報も必要です。

基準情報だけでなく、作業管理、進捗管理もきちんと⾏ない、実働情
報や進捗情報の管理レベルも⾼度でなければ、スケジューラーを使え
ません。
（中略）スケジューラーの活⽤には基準情報がきちんと整備され、各
種の実働情報、進捗情報が捕捉され、事前に連携される体制が必要と
されます。

引⽤元：「⽣産管理のすべてがわかる本」⽯川和幸著

最適ワークスはデータが整備されていない⼯場でもスタート可能
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特徴④ カスタマーサクセスチームによる⽀援

少量多品種・変種変量という時代の流れに対応するための
「⽣産計画DXサービス」です

⼯数のかかる製造順序・作業と設備の組み
合わせの部分を最適ワークスが代わりに計

算し⽴案します

お客様ごとにカスタマー担当が専任で
貴社をサポートします。

操作や運⽤についての相談はもちろん、
業務フローについても豊富な経験を

もとに貴社のパートナーとして伴⾛します

お客様⾃⾝で簡単にデータ設定・変更がで
きるため、⼤きなシステム投資をせずとも
取引先や製造品⽬の変化にも対応していく

こが可能です

⽣産計画を
AIが⾃動⽴案

カスタマーチームが
伴⾛しDXを⽀援

取引先状況の変化に
対応する仕組みづくり
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⽬的を⾒失わずに⽣産計画DXを進められた
ずっとシステムの設定をしていると当初の⽬的を⾒失いそうになったが
CSさんの細やかな連携のおかげで⽬的に向けての運⽤準備を⾏えた。

初のシステム導⼊の決め⼿は⼿厚いサポートの存在
これまでは⽣産関連のシステムを導⼊したことがなく、うまく使えない
ことが⼀番の懸念だったが、⼿厚いサポートの存在が後押ししてくれた。

新鮮な視点でのアドバイスが助けに
運⽤に関して悩んだとき、⾃社で考えると煮詰まってくることもあるが、
CSさんからの⾃社とは違う視点でのアドバイスは頼りにしている。

電⼦材料メーカー

⾦属製品製造業

化学メーカー

特徴④ カスタマーサクセスチームによる⽀援
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最適ワークス導⼊企業様の声①

製造は100%できたら褒められる。
でも、⽣産管理は100%できないと怒られる。
⽣産計画も「できて当たり前」と思っていた。

⽣産管理は付加価値を⽣み出さないところ。
だから、⽣産管理に投資をして改善しようとは考えていなかった。

経営者からすると、実際のアウトプット（⽣産量、納品状況）が⼤事。
業績改善のためには、（⽣産計画の前に）他にやらなきゃいけないこ
とが沢⼭あると思っていた。
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最適ワークス導⼊企業様の声②

たしかに、⽣産進捗が⾒えない、把握できていない、といった課題は
あったが、トラブルになるような納品遅れがあったわけではないし、
⽣産計画がうまく回ってないとは思っていなかった。
ただ、受注取りこぼしの話を聞かれて、現場から「無理です」と⾔わ
れて断ったものをパッと思い返しただけでも数百万くらいはあった。
そこが取れるようになるだけでも、やる価値があると思った。

材料費の⾼騰で、材料発注の⾃動化に取り組みたいと考えていた。
でも、そもそも計画がないと（材料発注の⾃動化が）できないことに
気付いた。
⽣産計画は後々取り組めばいいと思っていたが、そこが”起点”だった。
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最適ワークス導⼊企業様の声③

⽣産計画・予実管理をシステム化することによって、設備稼働率を出
せるようになる。

設備稼働率が恒常的に低いと分かった場合は、外注に出している製品
を内製化する判断をしたり、
逆に、設備稼働率が恒常的に⾼くボトルネックになっていることが分
かった場合は、設備投資の判断に使える。

可視化から会社の成⻑へ
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導⼊事例②：
品質検査で「⾳」を聞き分けるAI異⾳検査システム
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導⼊事例②：品質検査で「⾳」を聞き分けるAI異⾳検査システム

株式会社スカイディスクとトヨタ⾃動⾞九州株式会社は、レク
サスを⽣産するトヨタ九州宮⽥⼯場の検査ラインにAIを活⽤し
た異⾳検査システムを2021年8⽉から導⼊し、本稼働を開始しま
した。

【検査対象】レクサス完成⾞
【適応⼯程】⾞内異⾳検査（最終検査の項⽬のひとつ）

レクサス完成⾞の検査項⽬のひとつに、⾛⾏中に⾞内で異⾳が
しないか最終確認する「⾞内異⾳検査」があります。この⾞内
異⾳の検査⼯程に、AI異⾳検査システムを導⼊しました。

異⾳検査のAI活⽤は、設備保全分野で多数の事例がありますが、
品質検査分野での実装は国内初となります。
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導⼊事例②：品質検査で「⾳」を聞き分けるAI異⾳検査システム

システム概要と導⼊ステップ
AI分析ソリューションでは対象の⾳に合わせたマイク選定が重
要です。
今回は新たに⾞内異⾳⽤に集⾳マイクを選定し、異⾳検査にお
ける⾳データをデータベース化しました。データに基づいた安
定した検査品質の実現のため、熟練検査員の経験や判断をAIに
学習させて、検査精度を⾼めました。

2018年4⽉から実際の⼯程でAI異⾳検査システムの検証を開始
し、実運⽤に向けて繰り返し精度向上に取り組むとともに、シ
ステム構築を含めた最終調整を実施しました。
検査精度が安定的に確保できたことから、2021年8⽉に本稼働
を開始しました。
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導⼊事例②：品質検査で「⾳」を聞き分けるAI異⾳検査システム

導⼊効果
AI異⾳検査システムの開発・導⼊により、検査員の聴覚に依存
していた検査⼯程の属⼈化解消・品質安定化を実現しました。
また、検査作業者の⽿の負担や凹凸のある検査路⾯を運転する
際の⾝体的負担も低減することができました。

トヨタ九州 ⼟井技術員からのコメント
「⾛⾏ロードノイズの中で発⽣する微かな異⾳をAIで判定す
る」とても難しく⼤きなチャレンジを、福岡の地場企業である
スカイディスク様とともに現場と⼀丸となって取り組ませてい
ただきました。
お客様(⼈)と同様の認識レベルで判定する官能検査の集⾳・定量
値化に新たな標準が作れたことは、レクサスブランドの品質向
上の可能性が広がったと感じています。
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導⼊事例③：⽣成AIを活⽤した業務効率化

AI活⽤によるDXを⽀援する株式会社スカイディスクは株式会社
オレンジ・アンド・パートナーズ向けにChatGPT APIを活⽤し
たAIチャットシステム「ORANGE-AI」を開発しました。

「ORANGE-AI」は、これまでオレンジが実施してきた企画情報
を参照し、オレンジらしい企画の特徴を考慮した回答を⽣成す
るシステムです。
「ORANGE-AI」を活⽤することで、オレンジの企画の幅および
質向上を⽀援するとともに、スタッフが⽣成系AI活⽤に対する
知⾒を深める機会を提供することで、業務改善に貢献する新し
い技術の活⽤機会を提供します。
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導⼊事例③：⽣成AIを活⽤した業務効率化

開発の背景
オレンジはこれまで、「世の利をつくる愛でありたい」という
理念を掲げ、情緒や想いを⼤切にしながら、⼈々の感動をつく
るプロジェクトを幅広い領域で⼿掛けてきました。その中で、
会社の特徴、つまりオレンジらしさを⾔語として表現し、社内
で共有していくことは難しく、特に新規に参画したジュニアス
タッフがオレンジの考え⽅を理解するまでに⻑い時間を必要と
していました。

こうした背景のなか、スカイディスクはオレンジが過去世の中
に対して発信してきた企画データ、ならびに世間で取り上げら
れているオレンジの実績をリアルタイムに参照し、質問者に対
し企画アイデアのフィードバックを⾏うシステムを開発するこ
とを提案いたしました。
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導⼊事例③：⽣成AIを活⽤した業務効率化

期待される効果
「ORANGE-AI」を活⽤して、どのスタッフもいつでも過去のオ
レンジの企画からヒントを得たり、⾃⾝が考える企画の壁打ち
を⾏うことが出来る様になります。
「ORANGE-AI」は、社内の誰もがアクセスもしやすい様、社内
コミュニケーションツールの中に組み込まれた仕様としていま
す。
また、社内での活⽤を想定したツールですが、オレンジの営業
秘密等を守るために、質問内容や回答がOpenAIによる再学習の
対象とならない様、オプトアウトを⾏っております。
更には、今後実施される新たな企画についても追加で参照対象
とすることが出来る仕様としており、リアルタイムで進⾏して
いる案件についてもアウトプットに考慮することが出来る仕組
みとなっています。
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導⼊事例③：⽣成AIを活⽤した業務効率化

オレンジ 萩尾取締役からのコメント
今回開発された『ORANGE-AI』を活⽤することで、企画に対す
る考え⽅や企業⽂化を⾼い品質で全スタッフに共有し、さらな
る企画の幅および質向上を⽬指します。
また、スタッフ⾃⾝が⽣成系AI活⽤に対する知⾒を深めること
で、新しいAIの活⽤⽅法を踏まえた新規性ある企画を展開して
まいります。
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終わりに

Thank you for listening!

最適ワークスのサービス紹介資料や活⽤事例は下記よりダウンロードいただけます

0120-29-1331

contactus@skydisc.jp

https://saiteki.works/

担当名：⾼橋（DX事業部）

お問い合わせはこちらから

https://saiteki.works/document/


